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研究成果の概要（和文）：　ESDは社会・文化，環境，経済の３つの領域がある。本研究では，低学年で外国の児童に
近隣の地域の社会・文化領域のテーマを日本語で伝える，中学年で身近な地域の環境領域のテーマを英語のフレーズで
伝える，高学年でグローバルな視点から３つの領域のテーマを英文で伝えるという，小学校の外国語活動における遠隔
会議を活用したESD教材を開発した。ESD教材を小学校で実践し，その前後においてアンケート調査を行った。低学年か
ら高学年まで系統的にESD教材を学習した児童は，異文化コミュニケーション力と持続可能な社会を形成する意識が高
まった。

研究成果の概要（英文）： 　The contents of Education for Sustainable Development (ESD) have three 
domains: society and culture, environment, and economy. This study’s researcher developed an ESD lesson 
plan using videoconference corresponding to the developmental stage of elementary school students. Lower 
school year students reported to foreign students on the theme of society and the cultural domain of a 
neighborhood region by using Japanese. Middle school year students reported to foreign students on the 
theme of environment domains of familiar regions using English phrases. High school year students 
reported to foreign students on the theme of three domains from global viewpoint using English sentences.
 The researcher conducted ESD lessons and administered a questionnaire survey before and after the 
lessons. Student’s cultural communication ability and consciousness regarding sustainable society were 
enhanced by studying ESD lessons systematically from lower to higher school years.

研究分野： 社会科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景  
2002年に日本政府は「国連持続可能な開発

のための教育の10 年」(2005-14)を提案した。

これを受け，政府関係省庁連絡会議は『わが

国における「国連持続可能な開発のための教

育の10 年」実施計画』を公布した。これらの

「あらゆる教育活動において推奨事例を開発

する」という目標に即応して，発達段階に応

じたESD教材を開発することが求められた。 

教育振興基本計画(2008)では，学校教育に

おけるESD(持続発展教育)が重要施策として

示された。また，2008年版小学校学習指導要

領では，社会科において持続可能な社会の実

現を目指すなど，公共的な事柄に自ら参画し

ていく資質や能力を育成すること，高学年の

外国語活動において，コミュニケーション力

の育成と言語・文化の理解が示された。 

従来から約９割の小学校において，総合的

な学習の時間(以下総合学習と表記)などを

活用して，高学年を中心に外国語会話などが

実施されていた。この外国語会話では，外国

の生活や文化などに慣れ親しんだりする体

験的な学習も求めていたが，単なる英会話学

習になっている場合が多かった。 

 
２．研究の目的 
コミュニケーション力の育成や国際理解

の学習を行うことは，高学年のみで行うので

はなく，小学校の全学年で計画的に実施して

いく必要がある。本研究では，小学校低学年

の生活科におけるコミュニケーション活動，

中学年の総合学習における外国語会話，高学

年の外国語活動の全段階を含めて，小学校の

外国語活動ととらえる。また，小学校におけ

る従来の国際理解から持続可能な社会を実

現するために ESD の内容に着目した。ESD

と外国語活動の連携方策として，諸外国の

人々と意見交換を行う遠隔会議の活用を考

えた。このため，ESD の内容を担当する社会

科地理教育とコミュニケーションを担当す

る英語教育を連携させた。 

ESD の内容には，人と人との関係をとらえ，

多文化共生の価値観から持続可能な社会の

形成を考える社会・文化領域，人と環境との

関係をとらえ，環境保全の価値観から持続可

能な社会の形成を考える環境領域，人と社会

との関係をとらえ，社会公平の価値観から持

続可能な社会の形成を考える経済領域があ

る。この３領域に属する内容が学習者の発達

段階に適合しているのか，遠隔会議で伝える

ことができるのか，持続可能な社会を意識で

きるのかについて検討する必要がある。 

本研究の目的は，小学校の外国語活動にお

いて，地理教育と英語教育が連携した遠隔会

議を活用し，異文化コミュニケーション力の

育成とともに持続可能な社会の形成に向け

た行動の変革を促すような発達段階に応じ

た ESD 教材を開発することである。 

 

３．研究の方法 
三重大学の地域連携校である津市立北立誠

小学校において，担当学年の教員が社会科や

総合学習でESDに関わるテーマの学習を進め，

その内容の一部を大学の社会科地理教育の教

員が担当する。外国語活動として伝えたいこ

とを英語で表現するために，小学校と大学の

英語教育の教員が連携してコミュニケーショ

ン指導を行う。遠隔会議のパートナーとして，

シドニー郊外の Coogee public school (クージ

ー小学校)を設定し，遠隔会議において社会科

の学習を中心に発表してもらうようにした。 

本研究の計画期間の４か年で，遠隔会議を

活用した外国語活動におけるESDの教材開発

を行い，小学生の発達段階に応じたESDの内

容とコミュニケーション活動を提案する。具

体的には，開発教材の有効性を継続的に分析

するために同じ児童集団を対象とし，初年度

は第２学年を，以後年度ごとに１学年上げて

いく。また，ESDの内容や単元構成によるESD 

教材について評価するために，毎年第６学年

においても授業実践を行う。 



23 年度：小学校第２学年における生活科をベ

ースにした遠隔会議を活用した ESD 教材

の開発と分析⇒日常の学校生活について

簡単な英単語を示し，日本語を使って伝

えたいことを外国の児童に伝える。 

24 年度：小学校第３学年における総合学習を

ベースにした遠隔会議を活用した ESD 教

材の開発と分析⇒身近な地域の生活につ

いて簡単な英単語と画像資料を使って伝

えたいことを外国の児童に伝える。 

25 年度：小学校第４学年における総合学習を

ベースにした遠隔会議を活用した ESD 教

材の開発と分析⇒地域の生活について簡

単な英語のフレーズと画像資料を使って

伝えたいことを外国の児童に伝える。 

26年度：小学校第５学年における外国語活動

をベースにした遠隔会議を活用したESD教

材の開発と分析⇒日本の生活について簡単

な英文と画像資料を使って伝えたいことを

外国の児童にわかりやすく伝える。 

23～26 年度：小学校第６学年における外国語

活動をベースにした遠隔会議を活用した

ESD 教材の開発と分析⇒地球的課題につ

いて英文と画像資料を使って伝えたいこ

とを外国の児童にわかりやすく伝える。 

各年度の実践はⅰ）実態把握→ⅱ）実践活

動→ⅲ）実践検証のステップを踏んでいく。 

ⅰ 異文化コミュニケーション力を育成し，

持続可能な社会を形成する意識を高める

ESD テーマと遠隔会議の活用を検討する。 

ⅱ 社会科地理と英語教育が連携し，発達段

階に応じた遠隔会議を活用した ESD 教材

を開発し，小学校で実験授業を行う。 

ⅲ 遠隔会議に参加した児童の様子や事前・

事後のアンケート調査の分析から，異文化

コミュニケーション力の育成，持続可能な

社会を形成する意識の高まりという視点か

らESD教材の有効性を検討し，学習内容，

学習方法を適宜改善する。 

 

４．研究成果 

(１)平成23年度 

  第２学年おいて，生活科の近隣の地域の探

検や人々との交流について遠隔会議で伝える

社会・文化領域のESD教材を開発した。大学

教員は，オーストラリアの小学校の紹介や地

図・地球儀指導や簡単な英単語の指導を行っ

た。北立誠小学校の児童は探検先や交流先か

ら12グループに分かれ，伝えたい内容を端的

に表す英単語の入ったパワーポイント資料に

合わせて日本語で発表した(通訳者が英語訳)。

クージー小学校は，生活における友好・寛容・

受容の大切さについて劇と歌で発表した。児

童は大きな声で発表し，地域と交流すること

の大切さを意識することができた。 

第６学年おいて，総合学習と外国語活動が

連携して，身近な地域の企業におけるCSR(企

業の社会的責任)の取り組みについて遠隔会

議で伝える経済領域のESD教材を開発した。

大学教員は，オーストラリアの紹介や様々な

国の指導や英文指導を行った。北立誠小学校

の児童は地域の企業により８グループに分か

れ，小学校教員が中心となって作成した英語

のパワーポイントの資料に合わせて英語で伝

えた(質疑応答は通訳者が英語訳)。クージー

小学校は，バランスよい栄養の摂取について，

パワーポイント資料と歌で発表した。児童は

身近な企業がどのように社会に貢献している

のかについて英語で伝えようとした。 

 

(２)平成24年度 

  第３学年おいて，社会科と総合学習が連携

して，人に優しいまちづくりについて遠隔会

議で伝える社会・文化領域のESD教材を開発

した。大学教員は，ユニバーサルデザインや

地図活用の指導や簡単な英語フレーズの指導

を行った。北立誠小学校の児童は身近な地域

の配慮ごとに12グループに分かれ，英語のフ

レーズが入ったパワーポイントの資料に合わ

せて，グループで英語を使って発表した。ク



ージー小学校は，オーストラリアの年間行事

や祝日についてパワーポイントを中心に発表

した。また，お互いのテーマについても伝え

合った。児童は手話などを活用して伝え，地

域での人々への配慮の大切さを意識できた。 

  第６学年おいて，総合学習と外国語活動が

連携し，地域の自然災害と防災の取り組みに

ついて遠隔会議で伝える環境領域のESD教材

を開発した。大学教員は，地図を使った防災

や防災の実験や地域の変化の授業や英文指導

を行った。北立誠小学校の児童は家庭・学校・

地域の防災の取り組みから10グループに分か

れ，小学校教員が中心となって作成した英語

のパワーポイントの資料をもとに英語で伝え

た。クージー小学校は，ファッション・食べ

物・絵画についてパワーポイント資料や絵を

もとに発表した。また，お互いのテーマにつ

いても伝え合った。お互いのテーマについて

も発表し合ったため，児童は伝え合うことと

防災に対する意識を高めることができた。 

 

(３)平成25年度 

  第４学年おいて，社会科と総合学習で身近

な地域の環境保全について遠隔会議で伝える

環境領域のESD教材を開発した。クージー小

学校は，アボリジニの歴史と芸術についてパ

ワーポイントと絵で発表した。大学教員は，

アボリジニの文化や地球温暖化の授業や伝え

たいことの英文指導を行った。北立誠小学校

の児童は環境保全の取り組みによって６グル

ープに分かれ，簡単な英文と写真や絵の入っ

た小学校教員が中心となって作成したパワー

ポイントの資料に合わせて，カタカナ読みの

英語で伝えた。児童は環境保全の大切さにつ

いて，英語で伝えようと努力した。 

第６学年おいて，社会科と総合学習と外国

語活動が連携し，電気の持続的利用について

遠隔会議で伝える環境領域のESD教材を開発

した。大学教員は，４時間の電気の持続的利

用の社会科授業と地球温暖化の授業や伝えた

い内容の英文の指導を行った。北立誠小学校

の児童は発電方法などから12グループに分か

れ，小学生が中心となって作成した英語のパ

ワーポイント資料をもとに英語で伝えた。ク

ージー小学校は，オーストラリアの環境保全

について，グリーンエネルギーの内容も含め

てパワーポイント資料で発表した。児童は電

気の持続的な利用のためにどのような発電が

適しているのかを英語で伝えようとした。 

 

(４)平成26年度 

  第５学年おいて，社会科と総合学習で日本

の自然災害について遠隔会議で伝える環境領

域のESD教材を開発した。大学教員は，地域

の防災や環境の特色の授業と伝えたい内容の

英文指導を行った。北立誠小学校の児童は日

本の自然災害や避難方法によって12グループ

に分かれ，災害や防災の取り組みのイラスト

や写真が入った小学校教員が中心に作成した

パワーポイントの資料に合わせて英語で伝え

た。クージー小学校は，地域の未来の公園の

改変についてパワーポイントで発表した。児

童は安全な生活に向けて備える大切さについ

て英語で伝えることを意識できた。 

第６学年おいて，総合学習と外国語活動の

連携により日本の伝統文化について遠隔会議

で伝える社会・文化領域のESD教材を開発し

た。大学教員は，日本の伝統文化や外国との

文化のつながりの授業や伝えたい英文の指導

を行った。北立誠小学校の児童は修学旅行で

見聞きした伝統文化を中心に16グループに分

かれ，小学生が中心となって作成した英語の

パワーポイントの資料に合わせて英語で伝え

た。クージー小学校は，オーストラリアの政

治についてパワーポイント資料で発表した。

児童は日本の伝統文化のどこがよいのかとい

う内容にこだわり，単に英語を読むのではな

く，伝統文化を継承していくことを意識しな

がら英語で伝えることができた。 

 



(５)成果と課題 

発達段階に応じた遠隔会議を活用したESD

教材として，身近な地域の社会・文化⇒身近

な地域の環境⇒日本の環境という児童の生活

実態に即したテーマを設定して開発した。児

童は持続可能な社会を実現するための活動の

大切さについて意識できた。児童は日本語で

伝える⇒英語のフレーズで伝える⇒カナカナ

読みの英語で伝える⇒英語の一文を伝えるコ

ミュニケーションを行うことができた。 

第６学年では経済領域，環境領域，社会・

文化領域のそれぞれのテーマの内容について，

児童は持続可能な社会の形成を意識しながら

英語で伝えたいことを表現できた。また，児

童が画像資料を作成できるようになった。 

児童の様子やアンケートの分析から，単発

で遠隔会議を活用したESD教材を実施するよ

りも，低学年から高学年に向けて系統的に実

施する方が，児童の持続可能な社会の実現に

向けた活動や異文化コミュニケーションの大

切さをより意識できることがわかった。 

ESDを意識させる特別授業や班ごとのコミ

ュニケーション指導や遠隔会議のお互いのテ

ーマ設定など，ESD教材を適宜改善すること

で，より異文化コミュニケーション力を育成

し，持続可能な社会の形成を意識する内容と

方法に近づけることができた。 

 課題として，遠隔会議でお互いの学校が同

じテーマに設定することが難しかったことや，

児童が遠隔会議時に英語で伝えることに精一

杯で，持続可能な社会の内容を伝える意識が

弱かったことなどが挙げられる。 

本研究の成果は，教科と総合学習と外国語

活動が連携する遠隔会議を活用したESD教材

のモデル，地理の最新ICT授業，第２言語の習

得として，学会や論文・書籍で提案した。 

本研究により，小学校におけるESDの導入

や外国語活動の活性化が期待できる。今後，

カリキュラム研究へと発展させていきたい。 
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